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１　知的障害児におけるリズム運動
　リズム運動は、音楽と運動を結びつけたリトミック
（Eurythmics）の中核的な方法であり、Dalcroze（1921）が音
楽教育の方法として体系化したものである。日本では、1970年
に演劇や舞踏関係者によってリトミックが紹介された。幼児教
育においては、小林宗作らによって紹介され、実践が行われ
た。知的障害児の教育では、望月（1974）が「リトミックによ
る精神遅滞児の音楽的感覚教育」として、リトミックにおける
リズム運動をItardやSeguinらの感覚教育と結びつけて、知的
障害児に応用している。
　Dalcroze（1921）は、リズム運動によって「自動性をつくっ
て筋肉組織の効果的な働きを確実にし、もう一方で、我々のも
つ両極間の正確で迅速なコミュニケーションをうちたて、我々
の自然なリズムの展開を鼓舞する」ことができ、そして、望月
（1974）は、「生活のもろもろのリズムに的確に反応する身体的
実行力をもつこと、これは精神薄弱児の社会的自立の上に大き
な働きをもつことになる」と述べている。
　リズム運動を行うためには、提示された音楽、その要素とし
てのテンポやリズム、メロディをどのようにとらえているの
か、また、音楽の開始や終始、休止、音の強弱や長さ、速度、
高低、休符、フレーズをとらえ、その反応としての動きをどの
ように企画し、調整しているのか、さらに、音楽と動きの関係
をどのように学習し、記憶し、経験として積み重ねていくよう
になるのかを把握していく必要がある。無意識のうちに音楽に
合わせて体の部分を動かしていたり、大人や友だちの動きに引
き込まれて体を動かしていたりすることもあるが、注意して音
楽を聴き、過去の経験に照らし合わせて体の動きを制御して学
習を繰り返すことによって、意識しなくても自動的に音楽に動
きを合わせることができるようになる。
　しかし、幼児や知的障害児の多くは、注意して音楽を聴く、
過去の経験に照らし合わせる、体の動きを制御することが未発
達な段階にある。そこで、望月・山浦・齋藤・圡野（1982）は
イラストと楽譜を使って具体的な障害児のリトミック指導につ
いてのガイドブックを作成した。そのなかに、「総合リトミッ
ク」として「山のぼりにいこう」「そうじをしよう」「おつかい
に出かけよう」「ごはんを作ろう」という身近なテーマをあげ、
そのストーリーにそっていくつかの音楽と動きを組み合わせた
リズム運動を紹介している。
　その後、齋藤・齋藤（1997）は、「子どもたちがイメージし
やすいリズムや動きは、動物や乗り物の動き、日常生活の諸動
作、歩く・走る・跳ねるリズム」であり、「子どもたちが楽し
みにしている行事などと結びつけた題材を用意すると、イメー
ジも広がり、自発的な表現もひきだしやすく」なると指摘して
いる。具体的に「林間学校へ行こう」「動物村の運動会」「宇宙
へ行こう」「雨と雷と虹」を紹介している。
　長谷川（2008）は、リトミックに関する選曲における重要な
視点は「動きやすさ，わかりやすさ」であり、選曲の配慮点と
して、①生徒の実態にあった難しすぎない動きや音楽、②動き
を引き出しやすいリズムやテンポ、③動きのイメージと曲のイ
メージが結びつきやすいこと、④生徒が知っている曲と知らな
い曲の組み合わせ、⑤生活年齢と発達年齢のバランスの５点を
あげている。活動の組み合わせについては、「リトミック全体
のテーマを設定し、ストーリー性を持たせて活動を組み合わせ
ることによって，主体的な生徒の動きを引き出すことができ
た」と報告している。
　そこで、動きやすくわかりやすいテーマとして、「動物園」
をとりあげて選曲した。
２　リズム運動のための組曲「動物園へ行こう」
　齋藤（2014）の「遊園地へ行こう」「水族館へ行こう」を参
考に、リズム運動のための組曲「動物園へ行こう」を構想し
た。「動物園へ行こう」は、遠足で動物園に行くという設定を
し、スキップで動物園に行き、キリンやゾウ、カンガルー、ゴ
リラなどの動きにそった曲を組み合わせた。そして、始まりと
終わり、曲の間にナレーションを入れた。
＜ナレーション＞さわやかな朝です。今日は、遠足に行きま
す。みんなで動物園へ行きましょう。動物園ではどんな動物
が待っているかな？楽しみですね。だんだん心も身体も軽く
なってきました。さあ、両手を大きく振って、前足を前に高
く上げながら、楽しくスキップしていきましょう。
①スキップ　モーツァルト作曲「春へのあこがれ」（楽譜１）
付点のリズムよりも優雅な６／８拍子にのって両手を大きく
振って前足を前に高く上げながら、楽しくターナリースキッ
プ（板野，1973）をする。
＜ナレーション＞気持ちよくスキップできましたね。さあ、動
物園に着きました。どこから見て回ろうかな？おや、背が高
くて首の長い動物が見えるよ。・・・そう、キリンだね。キリ
ンになったつもりで、背筋と右手をまっすぐ伸ばし、つま先
で歩いてみましょう。
②キリン　シューマン作曲「ユーゲント・アルバムop.68－子
どもためのアルバム－」より第４曲“小曲”の最初の部分に
歌詞をつけた（楽譜２）。キリンになったつもりで、背中と
右手をまっすぐ伸ばし、つま先歩きをする。
＜ナレーション＞背中と右手がよく伸びていましたね。次はど
んな動物かな？あれ、ピョンピョン跳ねている動物がいます
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よ。・・・そう、カンガルーだね。両手の肘を軽く曲げて、カ
ンガルーのように両足跳びをしてみましょう。
③カンガルー　シューマン作曲「ユーゲント・アルバムop.68
－子どもためのアルバム－」より第２曲“兵隊さんの行進
曲”の最初の部分に歌詞をつけた（楽譜３）。両手の肘を軽
く曲げて両足跳びをする。
＜ナレーション＞ピョンピョンたくさん跳んだね。ちょっと疲
れました。横になって休みます。おや、素敵な音楽が流れて
きましたね。
④横になって休む　シューマン作曲「ユーゲント・アルバム
op.68－子どもためのアルバム－」より第１曲“メロディ”
（楽譜４）
＜ナレーション＞素敵な音楽を聴くこともできました。はい、
起きますよ。次は？「パオーン」、聞こえた？・・・そう、ゾ
ウだね。右手をゆったりと振って、のっしのっしと、ゆっく
り歩きます。
⑤ゾウ　サン＝サーンス作曲「動物の謝肉祭」より“カメ”
（オッフェンバック作曲喜歌劇「天国と地獄」序曲よりの編
曲）のメロディをピアノ版にした（楽譜５）。右手をゆった
りと振って、のっしのっしと、ゆっくり歩く。
＜ナレーション＞ゾウのようにのっしのっしとゆっくり歩けた
かな？次はどんな動物かな？あれ、“ゴリラのへや”と書い
てありますね。ゴリラみたいに、胸を両手でたたきながら歩
きます。
⑥ゴリラ　モーツァルト作曲歌劇「魔笛」より“モノスタトス
の登場”（楽譜６）　のっしのしと歩き、止まる。途中で胸を
両手で交互にたたき、歩く。
＜アナウンス＞ゴリラはどうでしたか？今日はこれで終わりで
す。動物園楽しかったね。スキップして帰ります。
⑥スキップ　モーツァルト作曲「春へのあこがれ」　優雅な６
／８拍子にのって両手を大きく振って前足を前に高く上げな
がら、楽しくターナリースキップをしながら帰る。
３　対象とする児童生徒と授業場面
 対象は、特別支援学校（知的障害）小学部高学年の児童から
中学部の生徒まで、幅広く適用できる。自立活動として展開し
てもよいだろうし、音楽の時間に取り上げるのもよいのではな
いかと考える。または、実際に遠足や動物園に関係した行事と
関連して行うこともできる。
４　ねらい　
○遠足や動物園への期待と意欲を高める。
○様々な動物の動きをイメージする。
○ゆっくりな動きや跳ねる動き、高く伸びる動き、両腕と歩行
を組み合わせた動きをする。
○音楽の速度や音の高低の違いに合わせて動作し、跳ねるリズ
ムで跳ね、休符で止まる。
５　指導上の留意点　
○教師を先頭に、子どもは縦一列に並ぶ。支援が必要な子ども
には、教師が子どもの左側につくようにする。
○教師はよく子どもの動きを観察し、ねらいにそった動作をし
ている点をみつけ、「～ができているよ」「～がいいね」と声
をかける。
○跳ねる動作では、腕の脇を支えたり、腰を下から支えたりし
て支援する。
○ゆっくりの動作では、子どもの左側で見本を見せながら、
「ゆっくり、ゆっくり」と声をかける。
○休むときは、「きれいな音楽だね」「ピアノの音を聴いてごら
ん」「気持ちいいね」などの声かけをする。ピアノは速度を
おとして演奏する。
○二つの動作が組み合わされているときには、子どもの左側で
見本を見せる。
○休符で止まるときには、動作で止まって見せる。または「止
まるよ」と声をかける。
○動物園のイメージがわくようなイラストや小道具があるとよ
い。
○運動不足の子どもや動きがぎこちない子どもには、ことばが
けや具体的な支援をしながらも、自発的な動きになるように
留意する。
○タイミングよくナレーションをいれ、どのような動きをした
らよいのかわかって動けるようにする。
６　期待される教育的効果
　特に、運動不足の子どもや動きがぎこちない子どもには、こ
とばがけや具体的な支援をしながら、自発的な動きになること
が期待できる。
タイミングよくナレーションをいれ、どのような動きをした
らよいのかわかって動けるようになることも期待したい。
　ペープサートやパネルシアターなどで、動物の絵や動きがわ
かるように示しながら行うことによって、よりイメージを膨ら
ませてリズム運動を行うことも期待できる。
この組曲「動物園へ行こう」の選曲に当たっては、子どもた
ちの動きやすさやわかりやすさを中心に考えた。併せて、動き
ながら音楽を鑑賞することも期待できる。そう考えて、モーツ
アルトの歌曲「春へのあこがれ」、歌劇「魔笛」からの音楽、
サン＝サーンスの「動物の謝肉祭」、シューマンの「ユーゲン
ト・アルバム」のピアノ曲を取り上げた。
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